
 

別紙２ 

 

 カリフォルニア州立大学イーストベイ校及び留学対象学部について 

 

カリフォルニア州立大学イーストベイ校は、米国で最大の規模と多様性を誇るカリフォ

ルニア州立大学２３校の１つです。サンフランシスコ湾東岸ヘイワード市の丘陵部にあり、

その教育内容は大都市の様々な教育需用にこたえられる進歩的なものです。しっかりとし

たカリキュラムと、少人数制の行き届いた教育を特徴としています。 

   キャンパス内の施設は音楽、ビジネス、教育、美術、体育、科学の各分野別校舎のほか、

学生会館、フットボールスタジアム、演劇・演説用ホール、図書館、劇場などがあります。

教養と経験をもとに、よりすぐられた著名な教授陣を擁し、教授陣の約８５％が博士号を

取得しています。 

 

１．大学の歴史概略  

１９５７年 創立 

１９５９年 ヘイワード地区の高校で州立カレッジとして授業開始 

（教授２９名、学生４００名） 

１９６３年 現在の地へ移転（教授１３６名、学生２，３００名） 

１９７２年 カリフォルニア州立大学システムが組織され、カリフォルニア州立大学ヘイワ 

ード校となる。 

１９８１年 プレザントヒルにコントラコスタ郡分校を開校 

１９８７年 パイオニアハイツ学生寮開設 

１９９２年 プレザントヒルのコントラコスタ郡分校をコンコードに移転 

１９９６年 学生数１２，５００名 

２００５年 「カリフォルニア州立大学イーストベイ」と名称を変更する。 

２０１７年 創立６０周年 

 

２．留学対象学部  

 本制度による留学生は下記の学部・学科（複数も可）などから受講科目を選択できます。 

詳しくはイーストベイ校のホームページにてご確認ください。

（https://www.csueastbay.edu/iao/future-students/programs.html） 

①芸術・文学・社会科学部 

美術、音楽、演劇、歴史、哲学、一般教養教育、英語、フランス語、スペイン語、コ

ミュニケーション、地理学、環境学、人類学、刑事司法、民族学、人間発達、社会学、

言語・聴覚病理学、政治学、国際学 他 

②ビジネス・経済学部：経営学、経済学 

③教育学部：サービス・観光、レクリエーション、運動学 

④科学部 ：生化学、生物学、化学、地質学、数学、工学、コンピューターサイエンス、 

看護学、物理学、統計学、保健科学、心理学、建設管理、環境科学 

https://www.csueastbay.edu/iao/future-students/programs.html


 

別紙３ 

留学諸経費について 

 

本制度による留学には、次のような費用が必要です。 

現地でのアルバイトはできませんので、あらかじめ、これらの費用を用意して下さい。 

下記はあくまで参考であり予告なく変更されることがあります。 

 

（１）経費内訳 

（単位：ドル） 

項目 費用 備考 

往復交通費 実費 

大学諸経費 *１ 

  ７,１０５ 

2023秋学期： 3,502.50 

2024春学期： 3,602.50 

 

 

 

教材費   １,００３  

学生寮・食費 １７,０１２ 2023.8.17～2024.5.13 

保険料 ２,０６３ 2023.8.10～2024.5.31 

雑費  ２,８７１  

その他 

（趣味・娯楽・旅行費等） 
必要に応じて 

*１ 登録費、授業料（学部生）等 

①通常の留学生には、大学諸経費（登録費）に加えて Nonresident Tuition(カリフォルニ

ア州民以外の学生に課せられる追加料金、1 単位につき３９６ドルが、授業料として課

せられ、１学年間の授業料は約１６,６０９ドル（２４単位換算）になります。 

 ②本制度の留学生は、このうちNonresident Tuition（２４単位換算で年間９,５０４ドル）

が免除されるため、本制度を利用した際、大学諸経費（授業料）については、７,１０５

ドルとなります。 

 

（２）注意事項 

①留学生保険については、契約する国や会社によって費用や内容が異なります。 

②留学準備費用として出願費、予防接種費、予防接種・Ｘ線結果等証明書の発行費、パス

ポート取得費、ビザ申請費等が必要です。 

③往復交通費以外の留学費用は約３０,０００ドルと推定されます。 

出願時およびビザ申請時の財政力証明書として、約３０,０００ドル以上の残高証明書が必

要となります。 


